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研究成果の概要（和文）：本研究は、1990年代以降、階層分極化が顕著になり、住民の社会的排除が悪化したEU
の衰退地域の状況を打破する目的で、都市政策で新たに重視されるようになった「ソーシャル・ミックス」の概
念に注目し、（１）その枠組みで行われる政策の具体的内容と意義、（２）同政策が地域社会や住民コミュニテ
ィにもたらした社会的帰結、の2点について、フランス（パリ・リヨン郊外）、スペイン（マドリード）、イギ
リス（ロンドン）での現地調査に基づいて分析を行い、同政策が脱セグリゲーションで一定の成果をあげる一
方、地域社会の紐帯基盤の脆弱化、住民の個人化も引き起こしていることがわかった。

研究成果の概要（英文）：Since the 1990s, social mix policies have been conducted in several European
 cities as a solution to the social exclusion and economic inequalities in dilapidated 
neighborhoods. This project evaluated the impacts of these policies in France (Paris and Lyon’s 
suburb), Spain (Madrid) and United-Kingdom (London). Our survey showed that these policies had the 
effect of reducing ethnic segregation but also weakening social ties, fragmenting the local 
community which was an important resource for residents.

研究分野：社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 1970年代以降、低成長期に入った西ヨーロ
ッパ都市部では貧困問題が再燃し、「社会的
排除」の現象が観察され、1990 年代には各
地で「都市問題」として深刻化した。公営住
宅に低所得層エスニック･マイノリティが集
住し「衰退地区」が形成され、失業・学業挫
折・福祉受給・犯罪率などが問題化している
ことに注目し、セグリゲーションの背景を分
析する研究が、社会学を中心に行われてきた。
一方、衰退地区の住民を包摂し、社会的結束
を取り戻すにはローカル、ナショナル、トラ
ンスナショナルなレベルでどのような政策
をとるべきかという政策論的研究も進んだ。 
 このような変遷を経たEUの都市政策論で
特に 2000 年代以降注目されたのが「ソーシ
ャル・ミックス（social mix）」概念だった。 
同概念の原型はアメリカ合衆国の黒人貧困
地区対策をめぐる議論にあるとされ、日本で
も近年、橋本健二が『階級都市』(2012)で「教
育格差の縮小」や「異文化間の相互理解促進」
などの利点を強調してきた。それに対し、こ
うした政策が中産階級の転入と「ジェントリ
フィケーション」を引き起こし、下層階級の
「エヴィクション(eviction)」や都市周辺部へ
の排除につながる可能性も指摘されてきた。
「ソーシャル・ミックス」について相反する
仮説が存在しており、それらを事例に基づい
て検証する作業は政策の有用性を評価する
上でも不可欠だ。だが先行研究では観念的議
論が先行し、具体例に基づいた実証研究は、
問題提起的なものをのぞいては、管見のかぎ
りおこなわれていなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は都市社会学だけでなく、教育、政
治、宗教社会学の研究者との共同研究を通し
て「ソーシャル・ミックス」が衰退地区の住
民に及ぼす影響を多角的に分析することを
めざした。 
 目的は以下の３つに焦点を絞った。第一に
調査対象４地区の基本データを収集し、比較
分析の枠組みを構築した。具体的には a）４
地区の現状の多角的な把握・整理、b）４地
区で行われてきた都市政策の内容と背景を
検討することだった。 
 第二に４地区で「ソーシャル・ミックス」
概念が政策に導入された文脈と過程、具体的
な政策内容を把握することだった。 
 第三に４地区で「ソーシャル・ミックス」
政策が a)居住空間、b)学校、c)市政参加、d)
多文化共生、の４領域でどのような社会的帰
結をもたらしているかについて現地調査を
通して検討し、それを「成果」と「問題点」
の両側面から考察した。そして「ソーシャ
ル・ミックス」をめぐる相反した仮説（楽観
論と悲観論）を検討し、同概念の今日的な意
義と課題について再評価を試みた。 
 
３．研究の方法 

 本研究は、フランス（パリ郊外、リヨン郊
外）、スペイン（マドリード）、イギリス（ロ
ンドン）での現地調査が中心となった。ソー
シャル・ミックスの実態を a)居住空間、b)
学校、c)市政参加、d)多文化共生の四領域に
絞った。 
 2015(平成27)年度は5月にパリとマドリー
ドで研究打ち合わせと予備調査を開始した。
マドリードに拠点をおくフランス国立研究
機関カサ・デ・ベラスケス (Casa de 
Velazquez)の都市研究メンバーとワークシ
ョップ Marges, territoires urbains et 
circulations を行い、近年の都市周縁層分析
理論が本研究計画においてどの程度有効で
あるかを議論し、またマドリードの衰退地区
を訪問し、調査協力者との打ち合わせを行っ
た。また６月に、当初の研究計画に影響を与
える政策変化が発生したため、分担者と合意
の上で、夏に予定していた本調査を冬に延期
した。 
 ところが 11 月にフランスで同時多発テロ
事件が発生し、非常事態宣言が発令された。
フランスの海外研究協力者と連絡をとり、現
地の最新の状況をリポートしてもらい、予定
通りに調査を進めることが難しくなったと
判断し、本調査を 2016 年夏に繰り越すこと
を決定した。ロンドンとマドリードにおいて
は海外研究協力者の協力のもと予定通りに
本調査を実施した。 
 2016(平成 28)年度は、パリ郊外とリヨン郊
外にて、2015 年度の繰越分の調査を実施し、
前述の四領域におけるソーシャル・ミックス
の実態についての聞き取り調査を各自が行
った。帰国後には各自がテープ起こし作業を
行い、データの整理を進めた段階で、代表者、
分担者、協力者で研究会を開き、データのシ
ェアと進捗状況について確認した。同年 7月
に再びテロ事件が発生した影響で、非常事態
宣言が延長され、一部の調査対象地区では厳
戒態勢が敷かれた影響で、それぞれの調査領
域で遅れが生じたため、当初の予定より海外
協力者への協力依頼部分を増加することを
決定した。それをふまえて分担者は 2月から
3月に渡欧し、海外研究協力者と会合をもち、
追加調査の必要を議論し、協力を依頼した。
また代表者は、フランスで調査実施が困難に
なった領域に関し、当該分野を専門とするプ
リンストン高等研究所のディディエ・ファッ
サン教授と面談し、今後の調査に対する助言
を受け、同研究所員の協力を受けることとな
った。 
 2017(平成 29)年度は、これまで蓄積したデ
ータを検討するとともに、追加調査を実施し、
当該地区におけるソーシャル・ミックス政策
の影響について検討した。また関連領域の専
門家と意見交換を重ね、成果の一部を年度末
にフランスで発表し、成果の刊行にむけて準
備をすすめた。 
 前半は、研究代表者、分担者、協力者が 2
回の研究会を開催し、各自が 2016(平成 28)



年度までの調査で得たデータを共有し、居住
空間、学校、市政参加、多文化共生、の４領
域でソーシャル・ミックス政策の展開に看過
できない違いがあることを確認した。研究科
での議論を文書化し、各メンバーと共有した
上で、分担者、協力者、海外研究協力者とイ
ンターネット会議を開き、ソーシャル・ミッ
クス政策が地域に引き起こした変化を調査
地区別に検討し、それをもとに比較分析の枠
組みの構築を進めた。 
 8 月から 9 月にかけて分担者は最後の調査
を実施した。代表者は研究会とインターネッ
ト会議で議論した内容をふまえて、三ヶ国の
ソーシャル・ミックス政策の内容、意義、帰
結を比較検討し、理論化の作業をすすめた。
作業は、複数のソーシャル・ミックス研究の
専門家に助言を仰ぎながら進めた。 
 さらに 3月にはフランスで二度にわたって
成果報告のワークショップを開催した（パリ
８大学、Camargo Foundation）。そこで行わ
れた討論の内容をふまえ、成果の書籍化を目
指すことをメンバー間で確認し、実現に向け
てのスケジュールを確認した。 
 
４．研究成果 
 四地域で実施した現地調査から、いくつか
の知見が引き出された。第一に、「ソーシャ
ル・ミックス」政策の実施される地域的特色
には共通点が多いものの、行われる政策の内
容は、地域ごとに相違がみられることが確認
された。フランスの場合、老朽化団地の取り
壊しと新たな集合住宅の再建という建物の
ハード面に特化した政策が顕著であった。そ
れに対し、マドリードでは社会住宅の入居者
の国籍やエスニシティなどの属性に基づい
た比率の適正化という住民配置の側面を持
つ傾向が確認された。ロンドンでは、フラン
スのような団地の取り壊しという側面を持
ちつつも、フランスのように公共セクターで
はなく民間主導のダイナミズムが大きな影
響を持っていることが確認された。 
 第二に、調査を行った四つの領域において
政策が異なるかたちで影響を及ぼしている
こと、またソーシャル・ミックスの達成度に
大きな差異の存在することがわかった。具体
的には居住空間におけるソーシャル・ミック
スに対して、どの地域でも政策のウエートが
大きく偏っていることがわかった。 
 第三に、一見、各地域に共通する「現状」
が異なったダイナミズムの帰結であること
が確認された。フランスでは以前より、ソー
シャル・ミックス政策が居住空間に大きな比
重を置く傾向がみられた。ところが、イギリ
スにおいてはそれまでは「社会的包摂」の一
環として対象とされてきた市政参加や宗教
の領域でも行われていたのが、一連の「テロ
事件」や「暴動」の発生を通じて、「多文化
主義政策」の後退がみられるようになり、そ
れと呼応するかたちで、これらの領域でのミ
ッスクに配慮した政策も後退する結果とな

ったことが確認された。 
 第四に、ソーシャル・ミックス政策はどの
地域でも脱セグリゲーションにおいては一
定の効果が認められたが、その一方で、地域
社会の紐帯基盤を脆弱化させる傾向も確認
され、それが結果的に住民の「個人化」を引
き起こしていることがわかった 
 このように本研究は、ソーシャル・ミック
ス研究に政策帰結の国際比較という見地か
ら切り込み、一定の展望を示した。成果は複
数の論文、図書、学会発表として公開した。
なかでも研究代表者が発表した『排除と抵抗
の郊外』は渋沢・クローデル特別賞、大佛次
郎論壇賞の二つを受賞し、高い評価を受けた。 
 また本研究は、マドリードに拠点をおくカ
サ・デ・ベラスケスや衰退地区研究の国際ネ
ットワーク Advanced Urban Marginality、パ
リ第８大学、パリ政治学院など複数の海外研
究機関の研究者と協力して調査やデータ分
析を進め、海外研究体制の強化という点でも
成果をあげた。構築されたネットワークを基
盤に新たな研究計画が予定されている。 
 本研究はヨーロッパの事例を扱ったが、そ
の射程はヨーロッパ研究の範疇にとどまら
ない。日本の都市部でも階層ごとの棲み分け
がすすみ、地域間格差が増大し、一部の地域
では貧困層や外国籍住民の集住が観察され
ている。本研究はこのように日本社会が直面
する課題をふまえ、「排除を生まないまちづ
くり」に向けた知見を提示し、政策提言への
手がかりを示すことを目指し、その一部は全
国紙への寄稿などというかたちで公開した
（cf. 森千香子「働きに行きたい国めざせ」
日本経済新聞 2017 年 3月 29日、森千香子「都
市同盟 内向きな国にのぞむ」朝日新聞 2017
年 6 月 27 日、森千香子「多様なルーツ、新
たな活力」朝日新聞 2017 年 12 月 21 日）。こ
のように本研究は「日本社会への還元」とい
う重要な社会的意義をもっている。 
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